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『シアター・プノンペン』10 時よりウィルホールにて上映 

70 年代半ば、クメール・ルージュによりカンボジアの様々な文化は破壊されました。それまでは大衆

娯楽の王者として盛んに作られていた映画も禁止され、映画人たちは虐殺され、フィルムは破棄されて

しまいました。そんなカンボジア映画界は今も復興の途にあります。『シアター・プノンペン』(公開名。

旧題『遺されたフィルム』)は、現在と過去を結び、歴史に翻弄された一本のフィルムと映画人たちの運

命を、経済的発展の中で自分を見失いそうになっている女子大生が掘り起こすことになるという作品で

す。破壊された映画館で最終巻のない映画をかけ続ける男と、その映画の主演女優。不良と付き合う女

子大生はその女優が自分の母であることに気付き、心の病を持つ母のためにこの映画に隠された悲恋を

成就させようと映画のリメイクを試みます。歴史ミステリーにメロドラマと青春ドラマを盛り込みなが

ら、意外な結末に持ち込んでいく力技にきっとうならされることでしょう。 

「女性の活躍、わが社のチャレンジ ショートフィルム」視聴覚ルームで毎日上映中。こちらもよろしく！ 

 

 

4 階 ウィルホール 

10：00～ 『マルガリータで乾杯を！』 

＊上映後トークショーあり 

13：30～ 『蜩ノ記』＊上映後トークショーあり 

17：50～ 『ギフト』＊上映後トークショーあり 

3 階 大会議室 

10：00～ 『塹壕 143』＊上映後トークショーあり

13：10～ 『I AM THE PEOPLE』 

16：00～ 『茜色クラリネット』 

18：30～ 『愁雨』 

 

映画祭 20 回・「北京+20」・国連創設 70 周年記念企画 女性大使ミーティング 

「男女平等と女性のエンパワーメントが世界を変える！」 ウィルホール/13：30～16：30(予定) 

インドの“裸足の大学”のドキュメンタリー「ソーラー・ママ」鑑賞後、インド大使、マケドニア大使

などをお招きし、根本かおる国連広報センター所長を進行役として、 

男女平等についてお話していただきます。また、国連が制作した女性 

関連ドキュメンタリー・ショートフィルムは、映画祭期間中毎日１階 

で上映します。中には、映画ハリーポッターシリーズで有名なエマ・ 

ワトソンのスピーチもあるので、お楽しみに！   NHK BS 世界のドキュメンタリー「ソーラー・ママ」

10 作品一挙上映！ 

「フィルム・コンペティション 短編フィルム部門」 大会議室/13：00～18：30 

フィルム・コンペティション【短編フィルム部門】では、今年から 

審査によって選ばれる賞の他に、観客の皆さんの投票によって選ば 

れる「観客賞」を設けます。皆様のショートフィルムを観た感想や 

や思いを作品に届けてみてはいかがですか？招待作品も 2 作品あり 

ます。是非、ご覧ください。          招待作品『Reflection』


